
近畿経済産業局長長尾正彦氏

知
財
ビ
ジ
ネ
ス
、
中
小
支
援
を
加
速

基
礎
・
応
用
研
究
の
バ
ラ
ン
ス
重
要

共
同
研
究
、
今
年
度
１
５
０
０
件
超
の
勢
い

　日刊工業新聞とりそな銀行が共催した産学官連携フォーラム
インＫＡＮＳＡＩ「市場のグローバル化がチャンス―産学連携
で飛躍への道」が 月 日に大阪市北区の大阪国際会議場（大
阪市北区）で開かれた。長尾正彦近畿経済産業局長が産学官連
携の課題や関西経済の成長を支える重点施策について説明。吉
田多見男島津製作所顧問、技監が「島津製作所における産学官
連携と独創的研究開発」と題し講演。また寺澤廣一東京大学特
任教授が東京大の産学連携活動の事例を含め紹介、産業活性化
に向けた大学や研究機関の有効活用を解説した。産学官連携で
飛躍する道を探るため約 人の聴講者が耳を傾けた。

「
産
学
官
連
携
フ
ォ

ー
ラ
ム
イ
ン
Ｋ
Ａ
Ｎ

Ｓ
Ａ
Ｉ
」
会
場

東京大学産学連携本部産学連携研究推進部長特任教授寺澤廣一氏

市場のグローバル化がチャンス―産学連携で飛躍への道― 産
学
官
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
イ
ン
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ

講演

東
京
大
学
の
産
学
連
携
活
動
―
知
の
還
元
か
ら
共
創
へ

島
津
製
作
所
に
お
け
る
産
学
官
連
携
と
独
創
的
研
究
開
発

講
演

島津製作所顧問・技監吉田多見男氏
日本経済の現状と産学官連携施策について

　
島
津
製
作
所
の
歴
史
は
ま

さ
に
産
学
官
連
携
か
ら
始
ま

っ
た
。
創
業
者
の
初
代
島
津

源
蔵
が
頻
繁
に
現
在
の
工
業

試
験
場
に
あ
た
る
舎
密
局
に

通
い
、
１
８
７
５
年
に
理
化

学
機
器
の
製
造
販
売
を
始
め

た
。
息
子
の
２
代
目
島
津
源

蔵
は
１
８
９
６
年
に
第
三
高

等
学
校
の
先
生
の
指
導
の

下
、
日
本
で
初
め
て
Ｘ
線
写

真
の
撮
影
に
成
功
し
た
。
１

８
９
７
年
に
蓄
電
池
の
製
造

を
開
始
し
、
１
９
０
９
年
に

は
日
本
初
の
医
療
用
Ｘ
線
装

置
を
完
成
さ
せ
る
な
ど
産
学

官
連
携
で
日
本
初
、
世
界
初

の
製
品
を
数
多
く
生
み
出
し

た
。
現
在
は
主
に
分
析
・
計

測
機
器
、
医
療
機
器
、
航
空

機
器
、
産
業
機
器
を
手
が
け

て
い
る
。

　
当
社
の
研
究
開
発
状
況
を

紹
介
す
る
と
、
こ
こ
数
年
開

発
費
は
単
体
売
上
高
の
約
７

―
８
％
を
維
持
。
景
気
が
悪

く
な
り
売
り
上
げ
が
落
ち
て

も
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
。
従
業

員
約
３
１
０
０
人
の
う
ち
開

発
技
術
者
は
約
１
０
０
０
人

で
３
人
に
１
人
が
研
究
開
発

に
従
事
。
年
間
特
許
出
願
数

は
８
０
０
―
９
０
０
件
。
開

発
技
術
者
１
人
に
つ
き
年
１

件
出
願
す
る
ペ
ー
ス
。
売
り

上
げ
の
約

％
は
新
製
品
が

占
め
研
究
開
発
な
く
し
て
成

り
立
た
な
い
。

　
研
究
開
発
の
計
画
的
遂
行

や
費
用
対
効
果
を
最
大
限
生

か
す
た
め
、
事
業
戦
略
に
基

づ
い
た
技
術
戦
略
を
策
定

し
、
研
究
開
発
部
門
が
製
品

・
技
術
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
し
て
い
る
。
全
事
業
部
門

の
技
術
部
長
ク
ラ
ス
が
、
将

来
ど
の
よ
う
な
製
品
を
何
時

に
市
場
投
入
し
、
そ
の
開
発

に
必
要
な
技
術
は
何
か
、
何

時
ま
で
に
習
得
す
る
か
を
ま

と
め
る
。
も
ち
ろ
ん
、
技
術

戦
略
は
製
造
戦
略
、
営
業
戦

略
と
リ
ン
ク
す
る
。
同
マ
ッ

プ
を
基
に
技
術
分
野
で
分
類

し
直
し
、
コ
ア
技
術
の
深
耕

や
習
得
必
要
技
術
に
関
す
る

要
素
技
術
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
も

作
成
す
る
。

　
製
品
・
技
術
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
作
成
意
義
は
事
業
部
技
術

者
に
研
究
開
発
に
つ
い
て
考

え
る
時
間
を
つ
く
り
、
全
事

業
部
の
技
術
情
報
共
有
化
が

で
き
る
こ
と
。
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
ツ
ー
ル
に
も
利
用
で
き
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
研
究
進
捗

し
ん
ち
ょ
く

管
理
に
役
立
ち
、
投
資
が
最

適
か
、
課
題
の
重
複
は
な
い

か
な
ど
の
問
題
を
解
決
す

る
。

　
他
の
研
究
機
関
と
の
連
携

推
進
に
触
れ
る
前
に
日
本
の

科
学
技
術
の
現
状
を
述
べ
る

と
戦
後
か
ら
の
キ
ャ
ッ
チ
ア

ッ
プ
型
で
レ
ベ
ル
を
上
げ
、

今
や
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に

な
り
、
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

型
の
時
代
を
迎
え
た
。
フ
ロ

ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
型
研
究
開
発

で
は
独
創
的
な
研
究
が
必
要

で
、
そ
の
た
め
の
人
材
と
研

究
環
境
が
重
要
に
な
る
。

　
し
か
し
近
年
は
必
要
技
術

が
高
度
・
多
様
化
し
、
グ
ロ

ー
バ
ル
競
争
が
激
化
し
開
発

ス
ピ
ー
ド
が
要
求
さ
れ
、
昔

の
よ
う
に
開
発
に
時
間
を
費

や
せ
な
く
、
す
べ
て
自
前
主

義
の
研
究
は
困
難
に
な
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
産
学
官
連
携

を
推
進
す
る
が
基
礎
、
応

用
、
開
発
、
商
品
化
ま
で
の

研
究
領
域
の
な
か
基
礎
研
究

の
領
域
で
の
連
携
を
大
学
な

ど
研
究
機
関
に
期
待
す
る
。

　
当
社
は
コ
ア
の
技
術
に
つ

い
て
は
連
携
に
よ
る
基
礎
研

究
も
す
る
が
、
コ
ア
技
術
以

外
の
技
術
に
関
す
る
基
礎
研

究
は
し
な
い
。
基
礎
研
究
と

応
用
研
究
の
バ
ラ
ン
ス
が
重

要
に
な
る
。
往
々
に
し
て
業

績
が
悪
い
と
製
品
化
に
近
い

研
究
に
向
き
、
景
気
が
良
い

と
将
来
を
考
え
た
基
礎
研
究

に
傾
く
。
基
礎
研
究
を
ゼ
ロ

に
す
る
と
次
の
立
ち
上
げ
に

時
間
が
か
か
る
た
め
両
者
の

バ
ラ
ン
ス
が
重
要
だ
。

　
当
社
の
産
学
官
連
携
は
製

品
・
技
術
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

基
づ
き
積
極
的
に
推
進
し
て

い
る
。

年
度
の
社
外
連
携

件
数
は
契
約
レ
ベ
ル
で
は
１

０
０
件
以
上
。
国
家
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
参
加
は
約

件
と
会

社
規
模
か
ら
す
る
と
多
い
。

連
携
は
両
者
が
ウ
ィ
ン
ウ
ィ

ン
の
関
係
が
重
要
。
そ
う
で

な
い
と
長
続
き
し
な
い
し
効

果
も
少
な
く
両
者
に
と
っ
て

不
幸
。

　
効
果
的
な
連
携
の
た
め
に

は
企
業
に
お
い
て
も
独
創
的

な
研
究
開
発
が
で
き
る
人
材

や
環
境
が
あ
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
。

　
独
創
的
な
人
材
や
環
境
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

年
に
当
社
の
田
中
耕
一
が

「
生
体
高
分
子
の
同
定
お
よ

び
構
造
解
析
の
た
め
の
手
法

の
開
発
」
成
果
に
よ
り
ノ
ー

ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
た
が

当
時
の
研
究
チ
ー
ム
の
リ
ー

ダ
ー
を
務
め
た
経
験
か
ら
独

創
的
人
材
と
し
て
一
番
大
切

と
実
感
し
た
の
は
、
セ
レ
ン

デ
ィ
ピ
テ
ィ
で
あ
る
。
一
つ

の
真
理
に
む
け
あ
ら
ゆ
る
角

度
か
ら
思
索
や
実
験
を
繰
り

返
す
中
、
探
す
も
の
と
は
別

の
価
値
を
見
つ
け
る
セ
レ
ン

デ
ィ
ピ
テ
ィ
の
能
力
を
発
揮

し
た
こ
と
。
こ
れ
は
私
見
で

あ
る
が
独
創
的
研
究
人
材
の

重
要
な
要
因
だ
。
セ
レ
ン
デ

ィ
ピ
テ
ィ
の
能
力
は
努
力
、

や
る
気
、
ね
ば
り
が
無
い
と

引
き
出
せ
な
い
。
さ
ら
に
好

奇
心
、
開
き
直
り
や
遊
び
心

も
重
要
だ
。
研
究
環
境
と
し

て
は
企
業
風
土
や
最
小
限
の

研
究
資
源
が
必
要
で
あ
る
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
大
事
で
あ

る
。
競
争
と
か
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
が
あ
る
と
独
創
的
な
研
究

が
で
き
な
い
と
言
う
人
が
い

る
が
、
適
度
な
プ
レ
ッ
シ
ャ

が
あ
る
ほ
う
が
良
い
結
果
が

で
る
。
２
代
目
島
津
源
蔵
は

ビ
ジ
ネ
ス
や
人
生
の
哲
学
を

箇
条
に
ま
と
め
、
そ
の
中

に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
努
力
、

向
上
心
、
工
夫
の
大
切
さ
、

途
中
で
投
げ
出
さ
な
い
こ
と

な
ど
を
記
し
て
い
る
が
、
当

社
の
研
究
開
発
に
今
も
受
け

継
が
れ
て
い
る
。

　
日
本
経
済
は
円
高
の
急
速

な
進
行
で
今
後
の
下
振
れ
リ

ス
ク
と
立
地
競
争
力
の
低
下

に
よ
る
産
業
空
洞
化
リ
ス
ク

に
電
力
供
給
制
約
の
難
題
が

加
わ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

国
、
企
業
、
地
方
が
一
体
で

危
機
を
乗
り
越
え
、
諸
課
題

を
解
決
し
、
時
代
の
変
化
に

対
応
す
る
産
業
政
策
を
打
ち

出
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド
は
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
抜
本
的
見
直
し

「
安
全
性
」
「
安
定
供
給
」

「
環
境
適
合
」
の
確
保
を
目

指
す
。
ま
た
産
業
空
洞
化
対

策
は
成
長
企
業
の
国
内
設
備

投
資
支
援
を
目
的
に
し
た
立

地
補
助
金
の
制
定
な
ど

年

度
三
次
補
正
予
算
で
要
求
し

た
。
産
学
連
携
で
は
被
災
地

域
の
企
業
、
公
的
研
究
機

関
、
大
学
の
い
ず
れ
か
の
共

同
研
究
に
よ
る
新
産
業
・
新

事
業
創
出
支
援
を
盛
り
込
ん

で
い
る
。

　
産
学
官
連
携
の
現
状
は
共

同
・
受
託
研
究
や
特
許
出
願

・
活
用
実
績
は
順
調
に
増
加

し
て
き
た
が
最
近
は
頭
打

ち
。
産
業
界
か
ら
大
学
へ
の

研
究
費
拠
出
割
合
、
１
件
当

た
り
の
平
均
共
同
研
究
費
が

米
国
と
比
べ

分
の
１
と
低

い
な
ど
改
善
点
も
多
い
。
大

学
に
対
し
て
は
積
極
的
に
産

学
官
連
携
に
取
り
組
む
教
員

が
い
ま
だ
限
定
的
と
の
指
摘

が
あ
る
。

　
関
西
地
域
は
成
長
を
支
え

る
重
点
施
策
と
し
て

年
に

関
西
経
済
の
特
徴
と
独
自
性

を
ふ
ま
え
た
「
関
西
メ
ガ
・

リ
ー
ジ
ョ
ン
活
性
化
構
想
」

を
掲
げ
、
中
小
企
業
の
海
外

展
開
推
進
な
ど
４
分
野

項

目
の
重
点
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
を
実
行
し
て
い

る
。
ま
た
関
西
は
関

西
文
化
学
術
研
究
都

市
を
始
め
北
梅
田
に

年
完
成
の
知
的
複

合
施
設
「
ナ
レ
ッ
ジ

キ
ャ
ピ
タ
ル
」
な
ど
成
長
を

支
え
る
り
っ
ぱ
な
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
が
整
っ
て
い
る
。

大
学
な
ど
研
究
機
関
と
産
業

界
の
知
の
流
れ
を
円
滑
化
・

加
速
化
し
立
地
促
進
に
よ
る

企
業
集
積
や
関
西
の
次
世
代

産
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

出
を
支
え
る
環
境
整
備
を
行

う
。
大
企
業
が
保
有
す
る
解

放
特
許
な
ど
の
知
的
財
産
の

中
小
企
業
へ
の
移
転
促
進
す

る
た
め
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
相

談
業
務
な
ど
一
連
サ
ポ
ー
ト

す
る
知
財
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ

ン
グ
マ
ー
ト
事
業
な
ど
で
中

小
企
業
支
援
を
さ
ら
に
加
速

さ
せ
た
い
。

活
動
事
例

　
東
京
大
学
産
学
連
携
本
部

産
学
連
携
研
究
推
進
部
は
総

長
の
下
の
本
部
組
織
と
し
て

年
の
国
立
大
学
法
人
化
と

同
時
に
設
置
さ
れ
産
業
界
の

要
請
を
受
け
入
れ
る
窓
口
で

あ
り
、
ま
た
学
内
の
研
究
者

と
産
業
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
連

携
活
動
を
推
進
す
る
全
学
的

な
支
援
部
隊
。
大
学
で
創
出

さ
れ
た
知
的
財
産
を
社
会
へ

積
極
的
に
還
元
す
る
と
同
時

に
産
業
界
と
協
働
し
て
新
た

な
知
見
を
創
造
し
て
い
る
。

　
当
推
進
部
の
大
き
な
ミ
ッ

シ
ョ
ン
は
産
学
連
携
協
議
会

の
活
動
を
通
じ
、
産
学
出
会

い
の
場
の
設
定
、
地
方
自
治

体
か
ら
の
派
遣
職
員
へ
の
産

学
連
携
の
研
修
、
研
究
シ
ー

ズ
の
ウ
ェ
ブ
発
信
と
シ
ー
ズ

集
の
発
行
と
研
究
シ
ー
ズ
と

企
業
ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン

グ
、
企
業
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起

こ
し
な
ど
。
こ
れ
ら
ス
キ
ー

ム
は
他
の
大
学
に
も
活
用
を

促
し
て
い
る
。

　
産
学
連
携
協
議
会
は
日
本

経
済
団
体
連
合
会
と
も
密
接

な
関
係
を
築
き
な
が
ら
産
業

界
の
支
援
を
受
け

年
に
発

足
。
入
会
は
無
料
で
会
員
数

は
７
０
０
社
以
上
。
毎
年
２

回

月
と
３
月
の
ア
ド
バ

イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
・
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
で
は
東
京
大
か
ら
総

長
以
下
全
員
の
理
事
が
出
席

し
、
産
業
界
か
ら
大
学
全
般

や
東
京
大
へ
の
要
望
を
受
け

る
と
と
も
に
東
京
大
の
各
種

活
動
や
提
案
、
産
業
界
へ
の

要
望
を
伝
え
る
。
ま
た
Ｕ
Ｃ

Ｒ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
月
２
回

の
頻
度
で
会
員
に
イ
ベ
ン
ト

情
報
を
わ
か
り
や
す
く
発
信

す
る
。
今
秋
に
第

回
目
を

迎
え
た
科
学
技
術
交
流
フ
ォ

ー
ラ
ム
で
は
「
電
力
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
お
け
る
技
術
革
新
」

の
テ
ー
マ
で
開
催
。
国
際
産

学
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
企
業

別
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
イ
ン
テ

ル
な
ど
の
経
営
ト
ッ
プ
を
招

き
同
大
研
究
者
と
の
接
点
づ

く
り
を
目
的
と
し
た
個
別
セ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。

　
地
方
自
治
体
向
け
職
員
派

遣
制
度
は
東
京
大
で
の
産
学

連
携
活
動
を
１
年
間
か
け
Ｏ

Ｊ
Ｔ
で
学
び
各
地
域
の
特
色

あ
る
産
学
官
連
携
活
動
に
生

か
し
て
も
ら
う
た
め
実
施
。

２
０
０
０
年
度
か
ら

年
度

ま
で
に

都
道
府
県
市
区
の

職
員
約

人
を
受
け
入
れ
、

終
了
後
も
Ｏ
Ｂ
と
し
て
地
域

振
興
研
究
会
に
入
会
し
、
交

流
が
続
い
て
い
る
。

　
大
学
か
ら
見
た
共
同
研
究

の
考
え
方
は
大
学
研
究
者
へ

ア
ピ
ー
ル
し
、
関
連
シ
ー
ズ

を
探
し
新
た
な
研
究
シ
ー
ズ

を
創
出
す
る
ケ
ー
ス
と
シ
ー

ズ
の
応
用
と
ニ
ー
ズ
の
鮮
明

化
の
ケ
ー
ス
が
共
同
研
究
の

主
要
想
定
領
域
に
あ
り
、
そ

の
領
域
に
お
い
て
知
の
共
創

に
よ
る
産
学
連
携
に
よ
る
共

同
研
究
の
創
出
を
目
指
し
て

い
る
。

　
東
京
大
で
は
学
内
研
究
者

か
ら
の
共
同
研
究
の
提
案
を

ウ
ェ
ブ
で
発
信
し
て
い
る
。

提
案
内
容
は
産
業
界
出
身
担

当
者

プ
ロ
グ
ラ
ム
・
オ
フ

ィ
サ
ー

が
研
究
室
を
訪
れ

先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、

視
点
を
加
味
し
な
が
ら
内
容

を
整
理
し
て
ウ
ェ
ブ
に
各
先

生
の
研
究
シ
ー
ズ
を
わ
か
り

や
す
く
掲
載
す
る
。

分
野

に
区
分
し
、
毎
年
見
直
し
鮮

度
を
保
ち
つ
つ
平
均
１
８
８

０
件
掲
載
し
て
い

る
。

　
そ
の
中
で
大
学
と

企
業
が
産
学
官
連
携

で
ど
の
よ
う
な
す
れ

ば
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の

関
係
に
な
れ
る
か
。

当
本
部
で
は
「
Ｐ
ｒ

ｏ
ｐ
ｒ
ｉ
ｕ
ｓ

」
と
名
付

け
た
ス
キ
ー
ム
で
企
業
の
担

当
者
と
協
業
で
企
業
側
の
テ

ー
マ
に
合
致
し
た
研
究
者
を

探
索
。
研
究
室
を
訪
問
し
研

究
テ
ー
マ
を
深
掘
り
し
、
最

適
な
研
究
者
を
選
択
す
る
。

そ
し
て
企
業
と
研
究
者
の
協

業
で
研
究
者
と
の
討
議
に
よ

り
テ
ー
マ
を
探
索
、
共
同
研

究
の
実
施
計
画
を
策
定
し
、

共
同
研
究
が
始
ま
り
成
果
も

か
な
り
増
え
て
い
る
。
個
別

で
は
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー

が
自
動
車
の
将
来
の
技
術
の

進
歩
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
う
え

で
知
能
化
自
動
車
を
課
題

に
、
一
緒
に
取
り
組
む
研
究

者
を
探
す
う
ち
昆
虫
の
脳
を

研
究
す
る
先
生
に
行
き
着
き

共
同
研
究
が
ス
タ
ー
ト
し
た

事
例
も
あ
る
。
話
が
あ
っ
た

時
、
先
生
自
身
は
人
の
脳
の

研
究
を
し
て
い
る
わ
け
で
な

く
異
業
種
分
野
で
理
念
も
共

有
し
な
い
と
思
っ
て
討
議
す

る
う
ち
理
念
が
共
有
し
た
。

共
同
研
究
と
受
託
研
究
を
合

わ
せ
た
研
究
費
の
総
額
は

年
度
は

億
円
、
件
数
は
約

１
０
０
０
件
。
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
直
後
の

年
度
は
１

件
当
た
り
の
金
額
は
研
究
費

の
減
少
で
１
件
当
た
り
平
均

１
０
０
万
円
落
ち
た
が
件
数

は
逆
に
増
え
て
お
り
産
学
官

共
同
研
究
の
意
欲
は
大
学
も

産
業
界
も
衰
え
て
い
な
い
。

年
度
は
１
５
０
０
件
を
超

え
る
勢
い
だ
。

（ ） 【特別企画】 ２０１１年 平成２３年 １２月２０日 火曜日 　　


